
学校経営方針

１．校 訓

「敬愛・奉仕・誠実」

・「敬愛」：思いやりのある生徒

・「奉仕」：すすんで学び働く生徒

・「誠実」：あいさつができ時間や決まりを守る生徒

２．教育目標、教育方針

(1) 確かな学力を身につけた、個性豊かで創造性に富む人間の育成

(2) 敬愛の念を持ち、人権を尊重する人間の育成

(3) 心身ともに健康で、困難を乗り越え、自己調整できる人間の育成

３．めざす学校像・教師像

(1) めざす学校像

①生徒が生き生きと活動し、魅力溢れる楽しい学校

・生徒１人１人の「居場所」確保に留意し、きめ細やかな指導を展開する。

・生徒同士の言動や言葉遣いについて、人権を意識する。

・体罰、パワハラ等も含め、教師の指導上における人権に配慮する。

②安全・安心で、規律や思いやりのある落ち着いた学校

・アンテナを高くして情報収集し、早期発見、早期対応に努める。

・報告・連絡・相談により、初期対応を大切にする。

・弱者の立場にある生徒（保護者も含め）へ寄り添う気持ちを大切にする。

③保護者や地域から信頼され、充実した授業が行える学校

・子どもの生活環境を把握し、保護者や地域とつながる活動を展開する。

・コミュニティスクールを推進する。

(2) めざす教師像 「生徒理解に努め、信頼される教師」

①生徒から信頼される教師…生徒に寄り添い,成長を支える真剣な姿

②保護者から信頼される教師…生徒の成長を共に願い、共感・共同で育てる姿勢

③地域から信頼される教師…地域の活力を取り込み、共に育てる活動の推進

④仲間から信頼される教師…若手、ミドル、ベテランによる組織的な教育活動の推進

４．学校経営方針

「楽しく安全・安心な学校、通わせたい学校」

・学ぶ楽しさを感じる授業、自分たちで創ったという達成感をもたせる行事、部活

動をめざす。

・生徒理解を大切にした生徒指導、教育相談を組織的に行う。

・保護者、地域が安心して通わせたい学校づくりをめざす。

「若手教員早期育成プログラムに基づき、ＯＪＴの観点から教員を育てる」

・キャリア・ステージに応じた研修の実践と検証を行い、着実に教員としての指導

力育成を図る。

・組織の活性化、意図的なＯＪＴを若手育成の方針としてチーム高尾台で取り組む。

５．カリキュラムマネジメントの柱

共創で輝く生徒の育成 ～協働と相互尊重を基盤に～

共創とは、多様な人々と協力し、新しい価値を生み出すための大切な考え方である。

相互尊重を土台に、対話と失敗を価値に変える学びを学校全体で設計し、今日の課題



を一人で全てを解決するのではなく、皆で知恵を出し合うことでより良いものを創りだ

す考え方のもと、生徒・職員共々ベクトルを揃え学校教育目標実現を実現する。

〔授業では〕【学習研究部・進路指導部】

対話・協働し、創造力を育成

〔学校生活では〕【生徒指導部】

自他を思いやり、行動力を育成

〔係・委員会・学校行事では〕【生徒活動部】

相手意識を持って、コミュニケーション能力を育成

実現の向けての手立て

(1) コミュニケーション能力の育成

・多様な意見の理解：相手の背景や考え方を尊重し、意見の意図を汲みとる。

・明確な表現：自分の考えやアイデアを分かりやすく伝える。

・傾聴：相手の話に真剣に耳を傾け、共感をもって理解する。

(2) 問題発見・解決能力の育成

・課題の特定：漠然とした問題から、具体的な解決すべき点を明確にする。

・多角的な視点：一つの問題に対して、様々な角度から解決策を検討する。

・柔軟な対応：計画通りに進まない状況でも臨機応変に対応し、最適な道を探る。

(3) 協調性・リーダーシップの育成

・協調性：チームの一員として、自分の役割を果たし、協力し合う姿勢を養う。

・目標共有：チーム全体で同じ目標に向かって進む意識を高める。

・支援と促進：メンバーの意見を引き出し、アイデアの実現をサポートする。

(4) 「一緒にやる」ではなく「共に価値を生み出す」姿勢の育成

・意見の違いを出し合う。

・話し合いを通して考えを深め、より良い解決策を生み出す。

(5) 失敗や葛藤を学びに変える仕組みづくり

・失敗＝成長の材料

・葛藤＝考えを深めるチャンス

(6) 教師も「共創の当事者」になる

・教師間の協働

・学年・分掌を越えた対話

・生徒の声を取り入れた改善

教師自身が共創する姿を見せることが、生徒への最も強いメッセージになる。

６．今年度の重点的な取組目標と具体的な方策

(1) 学習指導の充実

・新金沢型学校教育モデルに基づき、主体的・協働的に学ぶ生徒の育成をめざすと

ともに、学ぶことが楽しいと感じることができる授業づくりを行う。

・各種学力調査、定期テスト等の分析結果を基に指導改善を行い、学力向上を図る。

・校区小中一貫「授業５か条」を基本にした、「学習規律」の徹底を図る。

・一人一台端末を効果的に活用し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

を図る。

(2) 生徒指導・教育相談の充実

・学校生活全体において、自己有用感を高める指導・支援を行う。

・特別な教科道徳を要とし、すべての教育活動で心の教育を推進し、道徳教育の充

実を図る。

・教育相談の充実を図り、積極的な生徒指導・生徒理解を進める。



・小中一貫教育を活かし、９年間で健全な生徒を育てる。

(3) 組織的な学校・学年運営

・学年経営は学年主任､分掌は担当主任・主事が中心となって組織的に運営する。

・危機管理意識を高め、「報･連･相」を常態化し、情報を共有したチームで対応す

る。

・全教職員で、全生徒を育てる。（掃除・給食の時間、各種行事等）

・各種校務分掌について、前年度の反省を踏まえ、だれもが実践できる提案を行う。

(4) 若手教員早期育成プログラムの実践

・コーディネーターを中心として校内研修の企画運営の工夫改善に取り組む。

・校務分掌部会、教科部会をできるだけ時間割内に配置し、放課後の時間確保に努

める。

・生徒指導、保護者対応について意図的なＯＪＴを実施する。

・時間外勤務縮減を意識した、若手育成プログラムの確立に努める。

７．教職員の業務適正化に向けた具体的な取組

(1) 月２回以上の定時退校日

・各月に定時退校週間を設け、定時退校可能日を２回以上設定する。

(2) 最終退校時刻

・最終退校時刻を夏期は20時、冬期：19時30分とし、時間外勤務時間が月45時間未

満を目標とする。

(3) 各種会議の整理・統合

・校務分掌部会、教科部会をできるだけ時間割に配置し、放課後の時間を確保する。

・職員会議の議件の事前配付や提案方法の改善で時間縮減を徹底する。

・各種会議や校内研修の工夫改善及び整理・統合を積極的に実施する。

(4) 教職員の意識改革

・職員会議等を活用し、教職員の働き方改革に向けての研修会を実施する。

(5) 保護者や地域の方々の理解・協力

・ＰＴＡ総会・スクールフォーラムや役員会、部活動保護者会等において、教職員

の勤務時間の現状や改善方針について説明し、理解・協力を求める。

(6) 部活動指導

①基本方針

・国及び県、市の取組方針を踏まえ、市中学校長会の方針に基づき取組を進める。

②活動時間

・平日２時間程度とする。終礼後の準備・活動終了後の後片付けを含め、最終下校

時刻を18時とする。

・学校の休業日３時間程度とする。

③休養日

・本校の施設使用を効率的に行えるよう配慮し、週２日以上休養日を設ける。

※週に、平日１日と土曜日又は日曜日の計２日間を原則とする。

※週休日、祝日又は振替休日において、年間52日以上の休養日を設定する。

※大会等で休養日を設定できない場合は、事前に学校長の承認を得て、翌週の平

日に代替の休養日を設ける。

④部活動指導員の活用

・指導員の活用を積極的に進める。

(7) 教職員の業務適正化の取組の評価

・学校評価の項目に、働き方改革や業務改善の項目を設け、取組状況の評価につい

て分析検討を実施し、次年度の取組に生かす。


